
 

 

 

 

 

 

 

 

【趣  旨】 教育事業における実践の機会を通じて，子どもたちの体験活動を支援するボランティ

ア活動についての知識や技能を深め，法人ボランティアとしての資質や能力の向上を図

る。 

 

【主  催】  独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立江田島青少年交流の家 

 

【期  日】   

第１回 平成２５年  ６月 １日（土）～ ６月 ２日（日） （１泊２日） 

              第２回  平成２５年  ８月 ４日（日）～ ８月 ５日（月） （１泊２日） 

              第３回 平成２５年 １０月 ５日（土）～１０月  ６日（日） （１泊２日） 

【期  日】  第４回 平成２５年 １２月１４日（土）～１２月１５日（日） （１泊２日） 

 

【会  場】 国立江田島青少年交流の家 

 

【対  象】  国立青少年教育振興機構が規定する「法人ボランティア」の資格を有する者 

 

【参加者数】 第１回 ５０人   

第２回 ５０人  

第３回 ３４人   

第４回 ４１人 

 延べ１７５人 

 

 
【企画・運営のポイント】 
（１）企画指導専門職が，参加者のニーズをしっかり把握し，参加者が自主的に活動する時間を多く

取り入れる。 
（２）企画指導専門職と参加者とのミーティングの時間を確保し，互いに気づかない点を話し合う時

間を確保する。 

（３）企画指導専門職が，２日間に渡り，プログラムの流れや，運営について指導にあたり，きめ細

かな研修を行い，参加者のスキルアップにつなげる。 
（４）研修終了後，参加者が，法人ボランティアとして，実際に当交流の家の教育事業へ参加できる

技能や資質を身につけるセミナーにする。 
 
【活動の実際】 
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【成果】 

（１）企画指導専門職が，２日間に渡り，プログラムの流れや，運営について指導にあたり，きめ細

かな研修ができ，参加者のスキルアップにつながった。 

（２）参加者が，セミナーで学んだことを生かして，当交流の家の職員の指導・助言のもと計４回，

延べ１１日間のキャンプを企画・運営することができた。 

（３）参加者が，法人ボランティアとして，実際に当交流の家の教育事業へ参加し活動した。 

 

【今後の課題】 

  当セミナーの内容と参加者が修得したいスキルが一致していないこともあった。そのため，

次年度は，当交流の家のボランティアコーディネターが参加者のニーズを把握し，セミナーの

内容に反映できるようにする。 


